
                                   

 

 

令和６年第２回 区づくり推進横浜市会議員会議 次第 

 

日 時 令和６年６月11日（火）  

                            15時00分から 

                        場 所 旭区役所新館２階大会議室 

 

 

１ 座長挨拶                 

 

 

 

２ 区長挨拶                     

 

 

３ 幹部職員の紹介 

 

 

 

４ 議題 

・令和６年度 旭区個性ある区づくり推進費の執行計画について

         

【副区長】 

 

 

…………資料１ 

 

５ 報告 

 ・「横浜市郊外部における働く場の創出事業 

～旭区左近山団地における実証実験～」について 

 

 

…………資料２ 

 

６ その他 
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（単位：千円）

令和６年度
予算

令和５年度
予算

増▲減 増▲減率

876,702 849,290 27,412 3.2%

自主企画事業費 102,924 103,230 ▲ 306 ▲ 0.3%

統合事務事業費 48,626 50,201 ▲ 1,575 ▲ 3.1%

統合事務費 24,195 25,525 ▲ 1,330 ▲ 5.2%

統合事業費
（各種委員の任命・委嘱に関する
経費など）

24,431 24,676 ▲ 245 ▲ 1.0%

725,152 695,859 29,293 4.2%

（単位：千円）

令和６年度
予算

令和５年度
予算

増▲減 増▲減率

585 885 ▲ 300 ▲ 33.9%

令和６年度　旭区個性ある区づくり推進費予算　総括表

旭区で企画する主な区配事業※１

その他の事業費

区　　分

個性ある区づくり推進費

区庁舎・区民利用施設管理費

区　　分

(1) 自主企画事業費（個性ある区づくり推進費）

地域の身近な課題やニーズに迅速かつ、きめ細やかに対応するための事業費で、区が独自に企画

し、区自らが執行する事業費です。

(2) 統合事務事業費（個性ある区づくり推進費）

各課の運営に係る事務費（統合事務費）と、各種委員の任命・委嘱などに関する経費（統合事業

費）（自主企画事業費から分離された事業）です。

(3) 区庁舎・区民利用施設管理費（個性ある区づくり推進費）

(※１)市民局及び各所管局の財源を活用して実施します。
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（単位：千円）

６年度予算 ５年度予算 増▲減 課　　名

1 災害に強い区づくり事業 11,922 12,321 ▲ 399
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

2 地域安全安心普及推進事業 10,104 10,276 ▲ 172 地域振興課

3 ＤＶ対策事業 906 909 ▲ 3 こども家庭支援課

4 安全で安心な食と生活環境支援事業 1,423 1,112 311 生活衛生課

1 あさひのつながり応援・発信事業 6,636 9,444 ▲ 2,808
区政推進課
地域振興課
福祉保健課

2 自治会町内会活動支援事業 5,447 3,721 1,726 地域振興課

3 旭ふれあい区民まつり 3,300 3,300 0 地域振興課

4 街の美化運動事業 432 499 ▲ 67 地域振興課

5 区民スポーツ事業 3,052 3,353 ▲ 301 地域振興課

6 文化芸術による心の豊かさ推進事業 6,453 6,381 72 地域振興課

7 青少年健全育成事業 540 543 ▲ 3 地域振興課

8 子育て・若者支援事業 7,451 7,542 ▲ 91 こども家庭支援課

9 保育所地域子育て支援事業 6,344 5,696 648 こども家庭支援課

10 地域福祉保健計画事業 6,036 4,088 1,948 福祉保健課

11
地域のつながりづくりに向けた民生
委員の活動支援事業

3,185 3,280 ▲ 95 福祉保健課

12 健康生活支援事業 2,562 2,686 ▲ 124 福祉保健課

13
認知症をみんなでささえるまちづく
り事業

457 1,507 ▲ 1,050 高齢・障害支援課

14 高齢者生きがいづくり支援事業 571 746 ▲ 175 高齢・障害支援課

15 障害者ネットワーク推進事業 2,369 1,327 1,042 高齢・障害支援課

1 あさひ魅力発見事業 4,622 6,211 ▲ 1,589 地域振興課

2
自然豊かな旭区魅力アップ事業～国
際園芸博覧会の機運醸成～

8,847 6,292 2,555
区政推進課
地域振興課

3 旭区広報事業 3,207 3,615 ▲ 408 区政推進課

１ 区役所満足度向上事業 7,058 8,381 ▲ 1,323 総務課

102,924 103,230 ▲ 306

事 業 別 一 覧 表

Ⅲ　魅力づくり

事業名

Ⅰ　安全・安心

Ⅱ　地域の力

Ⅳ　区民サービスの向上

自

主

企

画

事

業

合　計
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（単位：千円）

６年度予算 ５年度予算 増▲減 課　　名

24,195 25,525 ▲ 1,330 総務課

1 広報よこはま　あさひ区版発行事業 9,917 9,486 431 区政推進課

2 広聴・相談事業 2,245 2,217 28 区政推進課

3 クリーンタウン横浜事業 1,510 1,510 0 地域振興課

4 消費生活推進事業 735 785 ▲ 50 地域振興課

5 緊急時情報システム運用事業 907 907 0 総務課

6 スポーツ推進委員支援費 2,278 4,705 ▲ 2,427 地域振興課

7 青少年指導員事業 4,834 3,061 1,773 地域振興課

8 学校・家庭・地域連携事業 1,825 1,825 0 こども家庭支援課

9 健康づくり月間 180 180 0 福祉保健課

48,626 50,201 ▲ 1,575

６年度予算 ５年度予算 増▲減 課　　名

725,152 695,859 29,293
総務課

地域振興課
土木事務所

６年度予算 ５年度予算 増▲減 課　　名

585 885 ▲ 300 地域振興課

事業名

Ⅵ

旭
区
で
企
画
す

る
主
な
区
配
事
業

Ⅴ

統
合
事
務
事
業
費

統
合
事
業
費

事業名

地域の担い手応援事業

合　計

事業名

区庁舎・区民利用施設管理費

統合事務費
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Ⅰ 安全・安心 

Ⅰ-１ 事業内容 

災害に強い区づくり事

業 

地域防災関係諸団体の自主防災力の向上及び区役所の災害対応力の

向上を目的に、防災活動団体への各種支援、区が独自に発信する情報

受伝達の円滑、迅速な体制維持及び区民の防災意識の向上を図ります。 

１ 防災訓練事業【725千円】 
・区内 19 の連合町内会が主催する防災訓練の開催支援（６月～11 月）

・防災力向上と資機材の適正管理を目的とした、地域防災拠点運営委員に

対する資機材取扱講習会を実施（６月～３月）

２ 拡 防災活動事業【8,966千円】 
・共助をテーマとした防災講座（対象：自治会町内会等）について、７月、

８月、２月（２回）に区役所にて実施予定。また、受講しやすさを考え、

新たに実施する出前講座については、区連会等での周知により募集を開

始。（区役所開催、出前講座を合わせ、計８回実施予定） 

・ハザードマップの広報（従来の印刷物配架や訓練・研修等での周知に加

え、見方や内容を解説する啓発動画の作成）

・幅広い年齢層の防災意識向上を目的に開催する体験型の防災イベントに

ついて、10 月頃の開催に向けた準備（実施内容や会場等の選定）を実施。 

３ 防災講演会【451千円】 
・防災意識の向上及び最新防災情報の提供を目的に開催（２月）

４ 災害ボランティア連絡会補助事業【150千円】 
・災害ボランティア連絡会への補助金交付による活動支援（７月）

５ 帷子川改修予定区間カメラ管理事業【810千円】 
・河川改修途中の帷子川流域設置の WEB 監視カメラ（１か所）の維持管理

（設置箇所：帷子川・大栗橋付近）

６ 災害時医療事業【514千円】 
・医療救護隊巡回診療用資器材の整備

・災害医療連絡会議の開催（年１回 団体との調整により日程を決定）

・通信訓練（年６回 ４月、６月、８月、10 月、12 月、２月）

・のぼり旗掲出訓練等（年１回 10 月）

７ 福祉避難所開設・運営支援事業【306千円】 
・福祉避難所連絡会開催（区内 66 施設、年２回開催）

・初動対応訓練及び開設・運営訓練への支援

・福祉避難所の災害対応力向上にむけたコーディネーター派遣

（マニュアル作成支援や訓練内容検討など、年２回×３施設を想定）

・福祉避難所に関するチラシを活用した区民等への広報啓発

＜参考＞ Ⅰ-４ 安全で安心な食と生活環境支援事業（Ｐ６ 再掲） 
３ 動物適正飼育推進等啓発事業 
・地域防災拠点におけるペット同行避難者受入態勢の推進のためペット同
行避難者受付セット配布（全拠点）及び訓練の支援（５拠点）(通年) 

令和６年度 11,922 千円 

令和５年度 12,321 千円 

増△減 △399 千円

総務課、福祉保健課 

高齢・障害支援課 

共助をテーマとした防災講座 

事業指標 
防災訓練・講習会等の実施回数 

訓練等に参加したことのない方の割

合 

84 回 35％ 

災害時医療のぼり旗 

掲出訓練の様子 
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Ⅰ-２ 事業内容 

地域安全安心普及推進

事業 

自治会町内会や警察などの関係機関と連携し、安全・安心なまちづく

りを推進します。区民の防犯・交通安全意識の啓発・向上を図ります。 

１ 地域防犯推進事業【2,666千円】 
・防犯・防災・交通安全啓発イベント「あさひ安全安心フェア」の開催

（９月 30日）

・旭区まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付による地域活動支援

（通年）

・区内在住の 65歳以上の方に、迷惑電話防止機能を有する機器を貸与

（通年）

２ こども安全安心事業【910千円】 
・こども 110番の家実行委員会への補助金交付による活動支援

・区内小学校の新入学児童へ防犯ブザー配布（約 2,000個）

３ 地域交通安全対策【466千円】 
・スケアードストレイト方式による交通安全教室の実施

（６月 25日、９月 20日）

・交通安全シルバーリーダーを対象とした研修会等の実施

（５月 16日、８月 28日、11 月 22日）

・交通安全キャンペーンへの参加（通年）

４ スクールゾーン対策【5,749千円】 
・スクールゾーン対策協議会への補助金交付及び協議会からの要望への

対応（路面表示の新設・更新、物品配布等）

・区内小学校の新入学児童へランドセルカバー配付（約 2,000 枚）

５ 違法駐車追放等対策【313千円】 
・違法駐車追放等地区協議会への補助金交付による活動支援

令和６年度 10,104 千円 

令和５年度 10,276千円 

増△減 △172千円

地域振興課 

事業指標 

協議会の要望に対するスクールゾー

ンの対応割合
振り込め詐欺対策支援満足度 

90％ 100％ 

迷惑電話防止機能を 

有する機器 

スケアードストレイト方式

による交通安全教室
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Ⅰ-３ 事業内容 

ＤＶ対策事業 女性弁護士による DV法律相談を実施し、離婚や親権など法律的問題

の解決を図ります。また、臨床心理士による個別カウンセリングを実

施し、心理的ケアを行うことで、DV 被害女性の尊厳の回復や精神的自

立につなげます。 

１ ＤＶ相談事業【906千円】 
・離婚や親権、財産など法律的問題の解決に向け、女性弁護士による法律相

談を実施（月１回、１回３人） 

・DV による心的外傷ストレス（PTSD）等の心理的ケアのため、臨床心理士

による個別カウンセリングを実施（月１回、１回３人）

・DV 被害者の安全を確保するため、一時保護施設等への移送を実施（随時） 

令和６年度 906 千円 

令和５年度 909 千円 

増△減 △3 千円

こども家庭支援課 

事業指標 
法律相談・個別カウンセリング数 

法律相談・個別カウンセリング実施

回数 

72 人 24 回 

Ⅰ-４ 事業内容 

安全で安心な食と生活

環境支援事業 

新型コロナイルス感染症対策を踏まえた飲食店や食事ボランティア

等への衛生対策啓発を行います。飼い主のいない猫について TNR(T:捕

獲、N:不妊去勢手術、R:元に戻す)活動等を推進します。災害時に備え

たペット同行避難等の支援や飼い主へのマナー啓発を実施します。 

１ 拡 食の安全・安心サポート事業【316千円】 
・配食ボランティア等への食中毒予防啓発としてチラシ（チェックリスト

入）の配布や講習会を実施（通年）

・一般区民向けに感染症及び食中毒予防と手洗いの重要性を啓発（通年）

・タブレット端末を活用した窓口手続の DX 化（書かない窓口）の推進

２ 飼い主のいない猫対策事業【444千円】 
・飼い主のいない猫の問題解決のために活動するボランティアの育成及び

支援(通年)

・猫侵入防止機器の貸出(通年)

３ 動物適正飼育推進等啓発事業【560千円】 
・地域防災拠点におけるペット同行避難者受入態勢の推進のためペット同

行避難者受付セット配布（全拠点）及び訓練の支援（５拠点）(通年) 

・旭区わんわんパトロール(犬の飼い主マナー向上啓発及び地域見守り活動

ボランティア)の隊員募集及び活動支援(通年) 

４ ハチの駆除サポート事業【103千円】 
・アシナガバチ駆除ボランティア連絡会の実施（６月）

・高齢者等へのアシナガバチ駆除支援(４月～12 月)

・ハチの駆除に関するウェブ相談受付・対応(通年)

令和６年度 1,423 千円 

令和５年度 1,112 千円 

増△減 311 千円 

生活衛生課 

 

事業指標 
講習会参加者の自主衛生管理

（HACCP）の取組率 
犬のフン・尿に関する相談件数 

80％ 75 件 

ペット避難グッズの展

示・啓発の様子 

わんわんパトロール 

腕章・リード標 
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Ⅱ 地域の力 

Ⅱ-１ 事業内容 

あさひのつながり応援・

発信事業 

区民の地域への関心を高め、地域でのつながりや地域への愛着を深

めることを目的として、地域人材支援及び地域の魅力発信の取組を一

体的に進めていきます。 

１ 市民活動支援センター（みなくる）事業【1,033千円】 

・市民活動・生涯学習に係る相談や機材貸出、研修室等の提供や資料配架

・情報誌「みなくるだより」の発行（５、８、11、２月）

・区民利用施設職員連絡会の開催（５月 15 日、８月 21 日、12 月 18 日）

・地域活動に参加・参画する区民を増やすことを目的とした講座等の実施

（サークル体験・見学会：６月～７月、初級：９月、中級：２月）

２ 新 働き・子育て世代の潜在層向けコンテンツ制作【1,000千円】 

・地域と接点を持ちづらい働き・子育て世代の潜在層に対して、自身のライ

フステージを意識し、「地域に一歩踏み出すきっかけ」となる情報発信を

実施 

３ 新 あさひの魅力発信事業【2,000千円】 

・区民ライター養成講座開催

（７月に受講生を募集し、８月から 12 月にかけて計４回開催） 

・ホームページ等で区民ライターの記事の公開（３月まで）

４ あさひのつながり応援補助金【619千円】 

・事業を立ち上げようとする地域活動団体への補助金交付による活動支援

・補助対象：地域課題の解決に向けて新規に取り組む事業

・補助金上限額：５万円（補助率：10 分の９）

・交付見込み：12 事業

５ 地域課題解決型パートナーシップ推進事業【1,984千円】 

・「旭区 SDGs 月間(８～10月)」として、地域における多様な活動を PR 

・多様な主体が連携した地域課題解決の取組を推進

【参考：５年度実績】

空家の流通促進を図るための連携協定締結 

区役所・地域・企業が連携し、管理不全な空家等となる前の早い段階での

流通を促進 

≪連携協定の概要≫ 

・区 ：自治会町内会への連携内容の周知

・地域：空家等の情報を企業に提供

・企業：空家等を調査し、所有者へ市の補助制度等の案内を送付

令和６年度 6,636 千円 

令和５年度 9,444 千円 

増△減 △2,808千円

地域振興課、区政推進課

 福祉保健課 

事業指標 
区民ライターによる記事投稿件数 

地域活動継続団体（あさひのつな

がり応援補助金助成団体） 

10件 30団体 

あさひのつながり応援補助金 

活用事例 

「みなくる」インターネッ

ト活用講座の様子
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Ⅱ-２ 事業内容 

自治会町内会活動支援

事業 

行政と地域住民を結ぶ基礎的な自主的任意組織である自治会町内会

と行政との円滑な連携の構築を図り、自治会町内会活動を区民に対し

ＰＲし、活動の活性化や自治会町内会への加入促進を図ります。 

１ 地域活動のつどい【176千円】 
・旭区独自の制度として自治会町内会役員（５年以上・会長除く）を対象に

功労者を決定し、受賞者に感謝状と記念品を贈呈（12 月）

２ 自治会町内会長感謝会【1,116千円】 
・自治会町内会長（５年以上）を対象に永年在職者を表彰

・10 年以上の会長は、市長表彰（３月）

３ 自治会への資料等配送費【2,105千円】 
・毎月開催される区連会で承認を受けた会議資料等を各自治会町内会に

配送

４ 拡 加入促進の PR【1,050千円】 
・区連会ホームページの新規作成を支援し、自治会町内会への加入促進

・未加入者向け加入促進グッズや加入促進チラシを作成し、配布

５ 地域活動における ICT活用支援【1,000千円】 
・講習会の開催を通じて自治会町内会等の ICT 活用を支援

令和６年度 5,447 千円 

令和５年度 3,721 千円 

増△減 1,726千円 

地域振興課 

事業指標 
自治会町内会加入率 

80％ 

Ⅱ-３ 事業内容 

旭ふれあい区民まつり 旭ふれあい区民まつりの開催を通じ、地域の多様な活動の紹介、区民

相互の交流、旭区の魅力の発信を行うことにより、地域の連帯感を深

め、ふるさと意識の高揚を図ります。 

１ 旭ふれあい区民まつり【3,300千円】 
・旭ふれあい区民まつり実行委員会への補助金交付による活動支援

【開催概要】

・10 月中旬開催

・場所：旭区役所、旭公会堂、鶴ヶ峰商店街協同組合駐車場、旭区市民活

動支援センター「みなくる」等 

・内容：ステージイベント、健康フェア、子ども向け体験コーナー、区内

農産物販売、団体 PR コーナー、ミニ商店街、スタンプラリー、

ワークショップ等

令和６年度 3,300 千円 

令和５年度 3,300 千円 

増△減 0 千円 

地域振興課 

事業指標 
来場者満足度 来場者数 

80％ 35,000 人 

自治会町内会長感謝会 

ステージ

子ども向け 

体験コーナー 

加入促進グッズ 
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Ⅱ-５ 事業内容 

区民スポーツ事業 スポーツを通じて、区民の体力向上・健康維持、青少年の健全育成及

び地域の連携を促すとともに、人や地域のつながりを密接にし、地域

の活性化を図ります。 

１ スポーツ協会事業【400千円】 
・旭区スポーツ協会（13 部により構成）への補助金を交付による、活動支

援

・各種競技会の企画・運営・実施（通年）

２ 旭区民スポーツ祭事業【2,299千円】 
・旭区民スポーツ祭実行委員会への補助金交付による活動支援

・連合地区対抗で 10 種目を競う旭区独自の総合スポーツ競技大会

・区内各地で区内の小学生から高齢者までを対象に実施（６月～11 月）

３ 旭区大なわとび大会事業【353千円】 
・旭区大なわとび大会実行委員会への補助金交付による活動支援

・各地区で予選を行い、本大会を旭スポーツセンターにて開催（２月上旬） 

令和６年度 3,052 千円 

令和５年度 3,353 千円 

増△減 △301 千円

地域振興課 

旭区民スポーツ祭 

少年野球優勝チーム 

事業指標 
各種スポーツ大会参加者数 各種スポーツ大会参加者満足度 

5,000 人 80％ 

Ⅱ-４ 事業内容 

街の美化運動事業 区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動や不法投棄防止対策を

実施し、清潔できれいな街づくりを推進します。また、土壌混合法の普

及啓発を実施します。 

１ 街の美化清掃【125千円】 

・地元町内会・商店街と区役所職員との協働による鶴ケ峰駅周辺の清掃

（毎月第４金曜日、12 回）

・街の美化推進功労者表彰の実施（９月 30 日）

２ 不法投棄防止対策【298千円】 

・不法投棄防止看板やポイ捨て・歩きたばこ防止シールの作製及び配布

・委託業者による夜間パトロールの実施（１月～３月）

・警報装置の維持管理（通年）

３ 土壌混合法普及啓発事業【９千円】 

・区役所等での講習会・展示会の開催及び、要望に応じた出張講座の開催

（年 14 回）

令和６年度 432 千円 

令和５年度 499 千円 

増△減 △67 千円

地域振興課 

事業指標 
区民意識調査ごみ対策に対する満足度 

57.5％ 

鶴ヶ峰駅周辺の清掃 

9



Ⅱ-６ 事業内容 

文化芸術による心の豊

かさ推進事業 

身近な文化芸術環境の提供と心豊かな区民生活の充実を図るため、

文化芸術活動に関する事業の実施・支援を行います。旭区読書活動推

進目標に基づき、活発な読書活動を推進するための事業を展開します。 

１ 文化芸術活動支援事業【1,989千円】 
・旭区内で開催される文化芸術活動に対し、補助金交付・広報協力により

支援

・補助金交付決定（４月１日）、事業実施（通年）、次年度事業公募・審査

（１月～３月）

・令和６年度対象事業

一般支援事業：茶花道や美術展、コンサートなど 19事業 

特別支援事業：アートワークショップや舞台、ダンスイベントを行う３

事業 

※令和６年度特別支援事業：主に子ども（乳幼児～10 代まで）を対象と

した次世代育成や青少年の文化活動の充実を図る事業が対象 

２ 横浜旭ジャズまつり支援事業【2,000千円】 
・「横浜旭ジャズまつり」の実行委員会への補助金の交付、活動支援、 

広報ＰＲの協力を実施 

・アマチュア公開オーディション（５月 26日、旭公会堂）

・‘24横浜旭ジャズまつり（８月 25日、こども自然公園野球場） 

３ 旭区文化振興会事業【1,770千円】 
・旭区文化振興会を運営（補助金交付、会議の開催）

・旭区民文化祭の開催（10月～11月）

・ろびーぎゃらりー（区役所１階展示スペース）の管理

４ ビブリオバトル事業【98千円】 
・若年層の読書への興味関心の増進を目的としたビブリオバトル大会の

開催（対象：中高生）（７月）

・ビブリオバトル初参加の中高生（５名程度）を対象に、「ミニビブリオ大

会」を開催し、本大会に向けた練習の機会を提供（３月）

５ 読書講演会事業【53千円】 
・読書の意義や楽しさを語る講演会等の開催（10月～11月）

６ 読書活動推進事業【543千円】 
・区民利用施設での高齢者向け読み聞かせ事業の実施

・区民利用施設を拠点に活動するボランティアの育成・支援

・区内で本と出会える場所などの情報をわかりやすく周知

令和６年度 6,453 千円 

令和５年度 6,381 千円 

増△減 72千円 

地域振興課 

‘23横浜旭ジャズまつり 

第 42回区民文化祭 

ビブリオバトル 

（令和５年度） 

事業指標 

文化関連事業参加者数 文化支援事業参加者満足度 

19,000 人 80％ 
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Ⅱ-７ 事業内容 

青少年健全育成事業 青少年の学ぶことへの動機づくりとして、主に小学生向けの各種体

験講座を実施します。また、青少年団体が行う青少年健全育成を目的

とした事業に対し、補助金を交付し活動を支援します。 

１ 青少年団体活動補助事業【243千円】 
・区内青少年の健全育成を図ることを目的として青少年団体が行う事業へ

の補助金交付による活動支援

・対象：旭区子ども会育成連絡協議会

旭区ボーイスカウト・ガールスカウト連絡会 

２ こども未来発見事業【297千円】 
・青少年の学ぶことへの動機づくりや様々な体験機会を増やす取り組みと

して、主に小学生向けの各種講座を実施

・体験教室（１月～２月、２回開催）

・旭区こども未来発見教室（８月 15日開催）

令和６年度 540千円 

令和５年度 543千円 

増△減 △3千円

地域振興課 

こども未来発見教室 

事業指標 
こども未来発見事業参加者数 こども未来発見事業参加者満足度 

100人 80％ 
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Ⅱ-８ 事業内容 

子育て・若者支援事業 育児不安が発生しやすい乳幼児期を対象に、気軽に子育ての相談が

できる窓口や、地域における子育て支援についての情報を提供するこ

とで、他者とのつながりの中で安心して子育てができる環境づくりに

取り組みます。また、障害のある子どもとその養育者の交流や活動の

場を提供し、困難を抱える若者への社会参加を促進することで、すべ

ての子どもを地域で支えるネットワークづくりに寄与します。 

１ 妊娠期支援事業【263千円】 
・「妊娠・出産マイカレンダー」を妊娠届の面接時に配付（２種：各 1,500部） 

・両親教室について、全市的に実施されている平日分に加え、土曜日に追加開

催（年４回） 

２ 拡 乳幼児期支援事業【5,006千円】 
・乳幼児健診の待ち時間を活用し、栄養・歯科・育児の講座を実施（77回）

・第１子の０歳児を養育する方を主な対象に、赤ちゃん教室を実施（112回） 

・子育てガイドブック「とことこ」をデジタル化し、子育て支援拠点「ひなた

ぼっこ」のＨＰと統合・再構築。地域密着型の子育て情報提供サイトとして

子育て応援サイト・アプリを補完（３月） 

・母子健康手帳交付時に、こども家庭相談の周知用グッズとして、「あさひく

ん巾着袋」を配付（1,800個）

・こんにちは赤ちゃん訪問時に、旭区からの出産のお祝いとして、旭区オリジ

ナルグッズの「あさひくんタオルハンカチ」をプレゼント（1,500個）

３ 発達障害児等支援事業【1,040千円】 
・発達障害児や先天性疾患の子どもを持つ養育者と支援者を対象に、「えくぼ

教室・ふくっこの会」を実施（10回）

・旭区自立支援協議会と協働で、障害児通所支援事業所の案内冊子「あさひっ

子」を配付（800部） 

４ 児童虐待予防事業【460千円】 
・幼児期の関わり方について、「子育てのヒント」リーフレットを配付

（４種：合計 3,000部）

・育児不安を抱える養育者を対象に、ヨガやグループミーティングを通して、

不安の解消を図る教室「アンダンテ」を実施（12回）

・乳児早期から養育者と子どもの絆形成を目的とした教室「ベビーマッサージ

教室」を実施（８回） 

５ 子育てネットワーク構築事業【562千円】 
・区民と関係機関・行政との協働により、安心して子育てができるまちづくり

を目指し、「子育て支援連絡会」を実施 

・窓口や家庭訪問の際にタブレットを利用し、本市がインターネットで提供す

る最新の子育て情報等を案内 

６ 困難を抱える若者支援事業【120千円】 
・ ひきこもり等の困難を抱える若者の将来的な社会参加や就労への意欲を醸

成することを目指し、西部ユースプラザと連携した社会体験提供先の新規

開拓及び体験先として、区役所各課で開催する講演会等の活用（１回）

・ 困難を抱える若者支援に関する地域の関係者向け講演会を開催（１回）

令和６年度 7,451 千円 

令和５年度 7,542千円 

増△減 △91千円

こども家庭支援課 

 

事業指標 

子育て等の相談先がある 

保護者の割合 

地域の子育て支援の場を 

利用している保護者の割合 

94％ 50％ 

「子育てのヒント」 

妊娠・出産マイカレンダー 

障害児通所支援事業所 

案内冊子「あさひっ子」 

子育てガイドブック 

「とことこ」 
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Ⅱ-９ 事業内容 

保育所地域子育て支援

事業 

市立保育所を地域の子育て支援の場として活用し、交流保育や園庭

開放等を実施することで、未就園児の親子でも気軽に遊びに行ける場

を提供します。また、保育所における養育支援を強化するため、私立保

育所に臨床心理士を派遣するほか、保育士を対象に研修を実施します。

地域及び区内保育所等との連携強化を通して、子育て支援に取り組み

ます。 

１ 保育所を活用した養育支援強化事業【2,982千円】 
・保育所等に入所している養育支援が必要な児童等について、臨床心理士

による相談支援を実施

・児童虐待の専門家による保育施設の保育士等を対象に研修を開催（３回） 

２ 保育のひろば事業【633千円】 

・区内５エリアにおいて、子育て支援施設や団体が連携して遊びや食育、施

設の紹介等を行う子育て応援イベント「あさひ子育てマルシェ」を実施

（５エリア各１回、９月、10月） 

エリア

１ 北部（若葉台・川井・上白根周辺） 

２ 西部①（二俣川・万騎が原周辺） 

３ 西部②（希望ケ丘・笹野台周辺） 

４ 東部（鶴ケ峰・左近山周辺） 

５ 中部（今宿・白根周辺） 

３ 拡 地域交流事業【2,729千円】 

※市立保育所で実施

・離乳食や食事を手作りすることの大切さを伝える食育講座

・保育所の給食を有料で提供するランチ交流を実施

・家庭での読み聞かせの大切さや楽しさを伝えるため図書の貸出を実施

・保育所の施設の一部を地域に開放し、親子の交流や情報提供・相談等を行

う親子の居場所を提供 

・地域の方が保育所でボランティア活動を行い、園児と触れ合い、遊びやも

のづくりの楽しさを伝え、子どもの成長につなげる活動を実施 

・地域と育てる花と緑のあふれる保育所づくり事業を実施

市立保育所４園において、国際園芸博覧会が開催される令和８年度に

向けた花壇整備計画を９月までに策定。各園において、園児や保護者、

地域の方、ボランティア等と連携した花壇整備を開始（10月～） 

・保育所等にとって参加しやすいオンラインによる会議や研修を実施

令和６年度 6,344 千円 

令和５年度 5,696 千円 

増△減 648千円 

こども家庭支援課 

 

事業指標 
子育て等の相談先がある 

保護者の割合 

地域の子育て支援の場を 

利用している親子の割合 

94％ 50％ 

養育支援強化事業 

保育士への研修 

あさひ子育てマルシェ 

（パネルシアター） 

交流スペースの提供 

あさひ子育てマルシェ 

（あさひくん体操） 
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Ⅱ-10 事業内容 

地域福祉保健計画事業 「地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまち旭区」を目指し、

区民・関係機関・行政等が協働して旭区地域福祉保健計画第４期計画

（令和３年度～令和７年度）の推進及び第５期計画（令和８年度～令

和 12年度）の策定に取り組みます。 

１ 地域福祉保健計画推進・普及啓発事業【4,823千円】 

・第５期計画の骨子案作成（通年）

・地域の福祉保健活動紹介と区民の参加促進（広報よこはま掲載 他）

・地域支援体制強化のため、地区別支援チーム向け各種研修を実施（通年） 

２ 地域福祉保健推進会議【836千円】 

・旭区の保健・医療・福祉等の関係団体等との連携強化及び第４期計画の

推進

・第５期計画の策定について関係団体等から意見聴取、情報交換するため、 

地域福祉保健推進会議を開催（５月、２月）

・第５期計画の作業部会として、関係団体代表者や学識経験者からなる策定 

検討部会を開催（６月、10 月、11 月） 

３ きらっとあさひ福祉大会【377千円】 

・社会福祉功労者（団体）への表彰、地域福祉保健計画推進の取組内容の紹

介及び地域福祉保健活動の啓発（２月）

令和６年度 6,036 千円 

令和５年度 4,088 千円 

増△減 1,948 千円 

福祉保健課 

事業指標 

旭区地域福祉保健計画（きらっとあさ

ひプラン）認知度 

区内地域ケアプラザ及び福祉保健活

動拠点における福祉保健活動目的の

利用者数 

17％ 59,000 人 

Ⅱ-11 事業内容 

地域のつながりづくり

に向けた民生委員の活

動支援事業 

区内小学５・６年生が民生委員や主任児童委員とともに各種福祉活

動に取り組む旭区独自のジュニアボランティア体験事業などへの支援

や、民生委員活動・制度の普及啓発を行い、地域のつながりづくりを推

進します。 

１ ジュニアボランティア体験事業【2,240千円】 
・就任式の開催（８月）

・各地区での活動（８～12 月）

・体験発表会の開催（12 月）

・体験感想文集の発行（950 部、３月）

２ 民生委員活動支援事業【945千円】 
・旭区民生委員児童委員連絡会への補助金交付による活動支援

・連絡会主催で主任児童委員 PR イベント（あさひ・ゆかいなコンサート）

を実施（６月 14 日）

・民生委員制度普及啓発（区民まつりへの参加、パネル展等の実施、普及啓

発チラシ等の配布）

令和６年度 3,185 千円 

令和５年度 3,280 千円 

増△減 △95 千円

福祉保健課 

事業指標 

来場者・参加者数（パネル展、区民

まつり、ジュニアボランティア就任

数） 

民生委員充足率 

840 人 100％ 
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Ⅱ-12 事業内容 

健康生活支援事業 区民の健康維持増進と健康寿命延伸を目標に、運動・栄養・歯科など

生活習慣病の予防への取組みを推進します。特に 20～40代の働き・子

育て世代の健康づくりを推進し、50 年後も健康でいられる区民を一人

でも多く増やします。 

１ 拡 ウォーキング推進事業【889千円】 
・よこはまウォーキングポイントアプリを活用し、働き・子育て世代をメイ

ンターゲットに、自身のタイミングでいつでも参加できるウォーキング

イベントを実施

・区内 25 か所の名所を巡り、旭区の魅力を発見しながら運動の習慣化を促

進（10～11 月） 

２ 働き・子育て世代の健康応援事業【461千円】 
・働き・子育て世代にアプローチするためにイベント会場や子育て支援拠

点等において、健康チェックや専門職による出前講座を実施（通年）

３ 親子歯みがき教室【693千円】 
・６か月から１歳６か月の乳幼児とその保護者を対象に、虫歯予防の講話、

顎模型を用いた歯みがき方法の説明を実施（５月～３月、12 回）

４ 拡 禁煙推進・受動喫煙防止啓発推進事業【256千円】 
・啓発用パネルを作成、活用し、保健活動推進員を中心に地区活動や講座等

で啓発を実施（通年） 

５ おにぎりあさひくんの人形劇、食育啓発事業【263千円】 
・おにぎりあさひくん人形劇を基にしたスライドショーを作成し、食育啓

発を推進（通年）

・乳幼児期や若年層をはじめ区民全般の朝食摂取を推進（通年）

・ヘルスメイトによる食育の普及啓発活動を実施（通年）

令和６年度 2,562 千円 

令和５年度 2,686 千円 

増△減 △124 千円

福祉保健課 

事業指標 
健康増進に係る啓発活動の実施 

20～60 歳以上で１日 30 分・週２日

以上の運動を１年間継続している者

の割合 

73 回 28％ 

Ⅱ-13 事業内容 

認知症をみんなでささ

えるまちづくり事業 

認知症の人や家族が安心して暮らせるよう、関係機関と連携し、高齢

者の孤立化を防ぐなど地域支援を進め、認知症に対する正しい知識・

理解の普及を促進します。 

１ 地域活動の推進【65千円】 
・認知症をみんなで支える地域支援連絡会の開催（７月 11 日）

・旭区認知症実行委員会（７月、1 月）

２ 啓発活動の展開【392千円】 
・「認知症ケアパスガイド※」など普及啓発媒体の増刷（８月） 

・アルツハイマーデー（９月 21 日）にちなんだ普及啓発パネル展（９月）

・区内地域ケアプラザで実施している認知症の取組を Web にて周知

・認知症医療に関する関係機関勉強会（区医師会、認知症疾患医療センター

等）（11 月）

※「認知症ケアパスガイド」とは

認知症の進行に合わせてどのような対応・支援が必要なのか大まかな目

安が記載されているリーフレット

令和６年度 457 千円 

令和５年度 1,507 千円 

増△減 △1,050千円

高齢・障害支援課 

事業指標 
認知症カフェ 認知症ケアパスの認知度 

15 個所 15％ 

健康チェックの様子 

（令和５年度） 
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Ⅱ-14 事業内容 

高齢者生きがいづくり

支援事業 

 高齢者が住み慣れた地域で、健康で生きがいを見出した活動ができ

るよう、市内最大規模を誇る旭区老人クラブ連合会（通称：かがやきク

ラブ旭）への支援を行います。

１ 老人クラブ支援事業【571千円】 
・かがやきクラブ旭と共催で各種研修会・講演会等の事業を実施

《共催事業（年９回）》※は健康福祉局共催事業

  輪投げ大会（５月 30日）、健康を進める運動講演会（６月 12日） 

シニア大学※（６月～７月）、友愛委嘱式※（８月７日）

ボッチャ大会（９月 12日）、知識・教養を高める研修会（12月）

ことぶき大学（２月）、趣味の作品展（２月）

いきいき活動慰安大会（３月）

・活動を紹介する動画を作成

・かがやきクラブ旭の活動ＰＲと会員数増の取組を推進

令和６年度 571千円 

令和５年度 746千円 

増△減 △175千円

高齢・障害支援課 

事業指標 
共催事業回数 参加者満足度アンケート 

９回 70％ 

Ⅱ-15 事業内容 

障害者ネットワーク推

進事業 

精神障害のある方が地域で安心して暮らせるよう、社会参加の支援

や精神科嘱託医による支援者等への助言指導等を行います。また、障

害に対する理解を深める普及啓発の取組を行います。 

１ 関係機関連携強化・社会参加支援事業【1,354千円】 
・精神障害者の属する事業所等を対象としたスポーツ大会（6月、10月）を

開催する旭区ふれあいスポーツ大会協議会へ補助金交付による活動支援

・地域に精神科嘱託医を派遣し、助言指導等を実施（奇数月 第４水曜日） 

・旭区にお住まいの障害のある方が利用できる相談機関や事業所を掲載し

た「旭区障がいサポートガイド」の改訂

２ 普及啓発事業【1,015千円】 
・精神障害当事者が企画から参画し、精神保健について区民等に広く普及啓 

発を目的とした旭区精神保健福祉セミナーを開催（２月） 

・精神障害等について支援者向けに啓発を行う精神保健福祉講座を開催

（年２回）

・障害者施設で当事者や支援者を対象として、健康増進を目的に障害者施設 

健康増進出前講座を実施（年５回） 

令和６年度 2,369 千円 

令和５年度 1,327 千円 

増△減 1,042 千円 

高齢・障害支援課 

事業指標 
精神保健福祉セミナー参加数 

障害者施設健康増進出前講座 

満足度 

400人 85％ 

クラブ活動の様子

ふれあいスポーツ大会 
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Ⅲ 魅力づくり 

Ⅲ-１ 事業内容 

あさひ魅力発見事業 文化・観光スポットの紹介や「あさひの逸品」を活用した商業振興、

マスコットキャラクター「あさひくん」の啓発や活用促進など、旭区の

魅力を発見・発信又は支援し、愛着度の向上及び経済活性化を目指し

ます。 

１ あさひ文化観光資源発信事業【1,036千円】 
・ウォーキングイベント支援

・区内の見どころやウォーキングコースに設置されている標柱・案内サイ

ンの整備・維持管理（２月）

・畠山重忠公魅力発信事業（通年）

２ 商業振興事業【1,136千円】 
・「あさひの逸品」キャンペーンの開催（10 月～11 月） 

ウォーキング推進事業「あさひ さんさん ウォーク 2024」(福祉保健課)

と連携し、「あさひの逸品」の広報等を行う 

・区ホームページでの商店街 PR 動画の配信（通年）

３ あさひくん貸出事業【220千円】 
・「あさひくん」の着ぐるみや画像の貸出を実施 

４ あさひくん普及啓発事業【2,230千円】 
・あさひくん啓発グッズの作成

・「あさひくん AR」を活用した啓発及び事業の実施

・あさひくんアニメ「あさひくんのさがしもの」を用いた広報

・広報よこはま旭区版へ「あさひくん４コマ漫画」掲載

・区内小学校の新入学児童へ「あさひくんランドセルカバー」配付【再掲】 

・旭区観光協会によるあさひくん LINE スタンプの販売

・旭区オリジナル体操「あさひくんとア・ソ・ボ！」の PR

・デジタル絵本「あさひくんと『はやね・はやおき・あさごはん』」の PR

令和６年度 4,622 千円 

令和５年度 6,211 千円 

増△減 △1,589千円

地域振興課 

 

事業指標 
あさひくん貸出・図形申請件数 あさひくん認知度 

130 件 100％ 

「あさひくん AR」 

使用イメージ 

フレーム例

あさひくんアニメ 

「あさひくんのさがしもの」 

園芸博 PR 

アクリルキーホルダー
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Ⅲ-２ 事業内容 

自然豊かな旭区魅力ア

ップ事業～国際園芸博

覧会の機運醸成～  

２０２７年国際園芸博覧会に向けて、機運を高める取組を推進する

とともに、水と緑に恵まれた旭区の特性を生かした取組や温暖化対策

に貢献する暮らしを推進して、「ふるさと旭」の魅力を高めます。 

また、区内農業を広く周知し、地産地消を推進するとともに、花いっ

ぱい事業を通して魅力あるきれいな街づくりを推進します。 

１ 拡 ２０２７年国際園芸博覧会へ向けた機運醸成【2,500千円】 
・横断幕（小学校 12 校）やカウントダウンボードの作成・設置

・横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会への補助金交付による活動支援

同協議会が主体となり、認知度向上や機運醸成に向け、オープンガーデン

（４月 19 日～５月 12 日）、花のオブジェの展示等の取組を実施

２ 脱炭素化推進に向けた普及啓発事業【1,138千円】 
・「楽しくお家でエコ！実践講座」を開催（計６回） 

・区民への緑のカーテン栽培用ゴーヤ苗の配布（５月、計 350 ポット）

・民間保育園等へ緑のカーテン用資材を配布（５月、計 36 か所）

・区庁舎で緑のカーテンづくりを実施（５月～10 月）

３ ふるさとの川環境学習【546千円】 
・区内小学校（５校）を対象に、帷子川などをフィールドとした環境学習を

地域の NPO・企業と協働で実施（６月～10 月）

４ ホタルの舞う里づくり【141千円】 
・若葉台、旭北地区で専門家の指導のもと、ホタルの飼育会、鑑賞会、幼虫

の放流会を実施（専門家の派遣４回）

５ 旭区の「農」の魅力 PR事業【617千円】 
・区内の農家及び管理栄養士から、農作物の苗植えから収穫・農作物を使っ

た料理教室までを教わる「農業体験事業」を実施（９月～１月 連続講座） 

・区内の農に触れてもらう「収穫祭」の実施（７月・12 月）

・地産地消を推進するため JA 横浜協力のもと、区内産野菜や農作物を使用

した加工品などを購入できる「あさひの朝市」を区役所で実施（毎月１回） 

・「あさひ直売所＆地産地消マップ」を活用した地産地消の推進 

６ 花いっぱい事業【3,905千円】 
・自治会町内会等、植栽に意欲のある団体への花苗配布（６月９日、12 月） 

・花苗配布に合わせた国際園芸博覧会 PR グッズの配布など、機運醸成に向

けた取組実施 

・区役所・空閑地等の緑化推進（花の植替え）（５月 18 日、11 月９日）

令和６年度 8,847 千円 

令和５年度 6,292 千円 

増△減 2,555 千円 

区政推進課、地域振興課 

 

事業指標 

２０２７年国際園芸博覧会の認知度

向上に向けた取組 

２０２７年国際園芸博覧会 

の認知度 

58 件 80％ 

＜関連する局事業＞ 
・GREEN×EXPO 推進事業（脱炭素・GREEN×EXPO 推進局）【4,000 千円】 
・市民や企業と連携した緑のまちづくり事業（みどり環境局）【1,000 千円】 

２０２７年国際園芸博覧会 PR 

（旭オープンガーデン） 

２０２７年国際園芸博覧会 PR 

（里山ガーデンフェスタ） 

環境学習（都岡橋周辺） 

＜関連する局事業＞ 
・横浜みどりアップ計画[2024-2028]における緑化推進事業(みどり環境局)
・公共施設・公有地での緑の創出・育成事業【50 千円】
・保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成事業【1,025 千円】

＜関連する局事業＞ 
身近に農を感じる地産地消の推進事業(みどり環境局)【410 千円】 

２０２７年国際園芸博覧会 PR 

（花いっぱい事業） 
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Ⅲ-３ 事業内容 

旭区広報事業 区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対

する理解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。 

１ Web広報事業【1,249千円】 
・「広報よこはま あさひ区版」WEB 版、旭区役所 SNS で、市･区等の行政情報

を発信（通年） 

・職員向け研修を実施することで、一人ひとりが伝える担い手としての意

識を醸成し、相手にわかりやすく伝える広報力の強化を推進（年３回）

２ 旭区区民生活・防災マップ発行事業【1,958千円】 
・主に転入区民向けに旭区での新生活に活用してもらうため、「旭区区民生活・

防災マップ」を２年分 28,000 部作成（隔年発行） 

令和６年度 3,207 千円 

令和５年度 3,615 千円 

増△減 △408 千円

区政推進課 

事業指標 
SNS 年間投稿数 SNS 年間アクセス数 

365 件 80 万件 
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Ⅳ 区民サービスの向上 

Ⅳ-１ 事業内容 

区役所満足度向上事業  正確・迅速・丁寧で親しみやすいサービスの提供に向け、各事業

に取り組みます。 

１ 区民ニーズ迅速対応事業【5,370千円】 
・来庁者からの要望等を踏まえた区庁舎環境整備（通年）

２ 一時託児サービス事業【271千円】 
・区庁舎内託児室での一時託児サービスの実施

（乳幼児健診実施日に開室：毎月６～８回程度）

３ ICT環境整備事業【830千円】 
・WEB会議用環境整備

４ CS向上事業【413千円】 
・人権啓発研修

（通年：責任職研修、職員研修、区民向け人権啓発の取組）

・応対スキルアップ研修

（全４回実施予定 応対マナー研修等）

５ ES向上事業【174千円】 
・改革推進委員会の取組等を通じた職場環境の向上

令和６年度 7,058 千円 

令和５年度 8,381 千円 

増△減 △1,323 千円

総務課 

事業指標 
応対スキルアップ研修 

区民意識調査「区役所の窓口対応」

で満足・やや満足の割合 

４回 前回調査結果から向上 

一時託児の様子 
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Ⅴ 統合事業費 

Ⅴ-１ 事業内容 

統合事業費 18区で共通している事業費 

１ 広報よこはまあさひ区版発行事業【9,917千円】 
区民に向けて区・市等の各種事業を広報することで、区政に対する理解、協

力を広げ、その円滑な推進を図ります。 

２ 広聴・相談事業【2,245千円】 
区民の日常生活の様々な困りごと等についての専門相談を開催します。区民

の意見、要望、提案、苦情等を直接把握し、区政の運営に反映させるとともに、

区政の合理的運営に役立てます。 

３ クリーンタウン横浜事業【1,510千円】 
区内に２か所ある美化推進重点地区において、委託による清掃を定期的に実

施し、清潔できれいな街づくりを推進します。 

４ 消費生活推進事業【735千円】 
区民の安全で快適な消費生活を実現するために、消費生活推進員の地区活動

を支援します。 

５ 緊急時情報システム運用事業【907千円】 
災害や地域に関する緊急情報を、一斉に電話で発信することにより、連合自

治会長等へ効率的かつ効果的な情報の伝達を図るとともに、web サイトやメー

ル等他の情報伝達ツールと併せて活用することで、情報伝達手段の多様化を

図ります。

６ スポーツ推進委員支援費【2,278千円】 
区民に向けて区・市等の各種事業を広報することで、区政に対する理解、協

力を広げ、その円滑な推進を図ります。 

７ 青少年指導員事業【4,834千円】 
区民の日常生活の様々な困りごと等についての専門相談を開催します。区民

の意見、要望、提案、苦情等を直接把握し、区政の運営に反映させるとともに、

区政の合理的運営に役立てます。 

８ 学校・家庭・地域連携事業【1,825千円】 
区内に２か所ある美化推進重点地区において、委託による清掃を定期的に実

施し、清潔できれいな街づくりを推進します。 

９ 健康づくり月間【180千円】 
区民の安全で快適な消費生活を実現するために、消費生活推進員の地区活動

を支援します。 

令和６年度 24,431 千円 

令和５年度 24,676 千円 

増△減 △245千円 
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Ⅵ 旭区で企画する主な区配事業 

Ⅵ-１ 事業内容 

地域の担い手応援事業 新たな層の地域活動への参画を促すとともに、地域課題解決に向け

た地域と区役所の協働を推進します。 

１ あさひみらい塾事業【393千円】 
・対象：地域活動に関心のある方（公募）

・目的：地域活動を始めるきっかけやつながりづくりの機会の提供

・実施時期：10月～12月（連続講座）

２ 旭区元気な地域づくり推進事業【192千円】 
・地域課題について、地域と行政がともに考え協働することを目的に、

タウンミーティングを開催（６月、７月、９月、希望制）

・地区担当責任職向け研修の実施（４月４日、５日）、地区担当連絡会の開

催（毎月）

令和６年度 585千円 

令和５年度 885千円 

増△減 △300千円

地域振興課 

事業指標 
あさひみらい塾受講満足度 

100％ 

あさひみらい塾の様子 
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旭 区に係る予算のすがた（令和６年度一般会計予算）

　一般会計は、福祉、保健、道路・公園の維持管理など基礎的な行政サービスを行う会計で、主に市税（市民税
及び固定資産税など）が使われています。横浜市の一般会計の規模は１兆9,156億円ですが、このうち区が執行
している予算の規模（区の人件費を除く）は1,386億円です。この区が執行している予算に焦点をあてて、各区が
主に税金を用いて、どれだけの事務事業を行っているかを示します。

区づくり

10.2%

再配当

89.8%

自主

1.2%

統合事務事業

0.6%
区庁舎・区民利用施

設管理費

8.4%

区役所総務

3.7%

身近なまちづくり

15.4%

子育て支援

13.7%

生活保護関係

50.8%

その他福祉・保健

6.2%

旭区

86億円
18区全体の

6.2%

旭区の予算の特徴

令和６年度一般会計予算の中で、旭区の人件費を含む区が執行している予算の規模は、約86 億円となって

おり、18 区全体の予算のおよそ 6.2％を占めています。これは、単純に区民１人当たりに換算すると、約３万５

千円を支出していることになります。 

そのうち、区が自律編成を行う「個性ある区づくり推進費」は約８億８千万円となっており、旭区に係る予算の

約 10.2％となっております。「個性ある区づくり推進費」の中でも「区庁舎・区民利用施設管理費」の割合が高く

なっています。 

区に係る予算の中でも大部分を占めているのは、局から予算の再配当を受け区が執行している「再配当予

算」で、旭区全体の約 89.8％に及びます。その中でも特に「生活保護」に係る予算は 43 億円となっており、再配

当予算の半分以上を占めています。また、保育所の運営費や放課後児童健全育成など「子育て支援」に係る

経費は 11 億円で旭区全体の 13.7％を占めています。「身近なまちづくり」として約 13 億円、旭区全体の 15.4％

を占めている予算は、土木事務所が執行する予算で、身近な道路・公園等の管理運営に係る経費となっており

ます。 

このように旭区の予算は、地域の課題やニーズに迅速かつきめ細やかに対応するための自主企画事業を

始め、局からの予算の再配当を受け、局に代わり区民生活に密着した福祉や保健、子育て、身近なまちづくり

など、区民生活を支える重要な事務事業を担っています。 

注：各項目で四捨五入をしているため、合計額と一致しない場合があります。

区づくり

144 億円

再配当

1,242 億円

自主

18 億円

統合事務事業

8 億円
区庁舎・区民利用施設管理費

117 億円

区役所総務

73 億円

身近なまちづくり

200 億円

子育て支援

186 億円

生活保護関係

714 億円

その他福祉・保健

70 億円

横浜市

18区全体
1,386億円

10.4%

89.6%

1.3%

0.6% 8.5%

5.3%

14.4%

13.4%

51.5%

5.0%

旭
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主　な　事　業　内　容 （単位：百万円）

予算

877

103

49

725

7,730

318

93

18
1

206
1,328 （土木事務所が執行する予算です。）　　*下水道事業を含む 1,498 百万円

792
126

(170)
410

1,181

0
77

920
184

4,370

4,338

31

533

177

27

329

8,607 （※） 下　水　道　事　業　を　含　む 8,777 百万円

統合事務事業費
広報よこはま各区版の発行や各区市民相談、青少年指導員等の活動、生活保護及び戸
籍・住民登録等に係る経費です。

区庁舎・区民利用施設管理費 区庁舎や地区センターなどの区民利用施設の管理運営に係る経費です。

統計調査費 各種統計調査を行うための経費です。

局からの予算再配当を受け、区が執行している予算再配当予算

区役所総務費 （総務部が執行する予算です。）

賦課徴収費

広報費

市税の課税・納税に関わる償還金や還付加算金、納税通知書の作成や発送するための
経費などです。

「広報よこはま」や「県のたより」の配布謝金など、広報・広聴に係る経費です。

地域活動推進費等

身近なまちづくり

保育が必要な乳児、幼児を保育する保育所の運営費

民間保育所運営

子育て支援

市立保育所運営

身近な公園の維持管理や老朽化した公園施設の改良などを行います。

既設管の修繕や共同排水設備の受託施工などを行います。

戸籍住民登録の事務費、各種選挙の実施、自治会・町内会組織助成などを行います。

道路修繕費等

河川維持管理費等

公園管理費等

下水道事業（※参考）

（福祉保健センター等が執行する予算です。）

一時保育や休日保育などを実施する民間保育所の運営費

道路の修繕や交通安全施設の整備・補修などを行います。

準用河川の維持管理や親水水路の維持管理などを行います。

※各項目で四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

生活保護に至る前段階の生活困窮者に対して、国の定める基準に基づき、自立に向けた
包括的な相談支援を実施するための経費などです。

（福祉保健センターが執行する予算です。）

身体障害児・者の身体機能を補う用具、日常生活を円滑にするための各種用具の給付・
貸与を行うほか、障害状況等に合わせた住宅改造や自立支援機器の購入・取付に関わ
る経費の助成などを行います。

老人クラブへの助成や寝たきり高齢者等への日常生活用具の給付・貸与に関わる経費。
介護予防型のデイサービス事業（介護保険対象外事業）などを行います。

地域ケアプラザの管理運営経費や民生委員・児童委員の活動費の支給などを行います。

合　　計

※年間を通じた概ねの再配当額を算出していますので、あくまでも区に係る予算の大まかな全体像を示した内容となっています。
（現時点では区への再配当額が未定のため、区へ再配当する予定額を18区均等配分したものや按分したものも含まれています）

地域ケアプラザの管理運営

等

放課後キッズクラブ運営委員会への補助金等

（福祉保健センターが執行する予算です。）

地域子育て支援拠点、小児医療費助成等

放課後児童健全育成

地域子育て支援拠点等

生活保護等

生活困窮者自立支援

福祉・保健

障害者福祉

生 活 保 護
生活困窮者に対して、国の定める基準により、その困窮の程度に応じて扶助費を支給す
るための経費などです。（対象見込み世帯3,600世帯）

高齢者福祉

説明

地域の身近な課題やニーズに、迅速かつ、きめ細かく対応するための事業費です。

区の裁量や創意工夫に基づき自律編成する予算個性ある区づくり推進費

分類

自主企画事業費
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子育て世代をはじめ多くの方々に 

選ばれ続ける「ふるさと旭」の実現 

旭区マスコットキャラクター 

あさひくん 



「横浜市郊外部における働く場の創出事業 

～旭区左近山団地における実証実験～」について 

 

 

 

 
 

１ 「横浜市郊外部における働く場の創出事業」の概要 

旭区は、子育て中の方を含め、あらゆる世代が集い、地域に根差した活動を生み出したり、起業に

チャレンジしたりする等、様々な目的を持った方を応援する場としての「働く場」の創出を目指して

います。令和５年度、左近山団地内に「トリオ左近山」を開設し、利用実態や効果を多角的に分析・

検証する実証実験を行いました。 

＜主な経緯＞ 

・４年７月７日：「働く場」設置事業者の公募を開始 

・４年 12月 19日：設置事業者である株式会社 GOLDILOCKS と旭区が協定を締結 

※当該施設の賃料は、旭区と独立行政法人都市再生機構との協定により無料 

・５年５月 13 日：「トリオ左近山」オープン、効果検証を実施 
 

２ 実証実験の効果等について 

（1）運営上の工夫（施設の特徴） 

・ラウンジ・会議室・個別ブースを備えた有料のコワーキングスペースと無料のフリースペースを

備え、各種イベントや講座を開催するなど、多様な利用機会の提供や利用者同士の交流を促進 

・左近山団地を舞台に「チャレンジしてみたいこと」「あったらいいな」という想いを持つ人３人を

つなげ、「トリオ」を組んで活動する「トリオ活動」を後押し、新たな担い手・活動の創出を支援 

・入退室管理の機械化や、利用者がサポートスタッフとして清掃・備品管理や声掛けを担うなど、

ローコストな運営モデルを構築 

（2）主な効果 

・トリオ活動により、これまで接点のなかった住民同士のつながりや地域参加へのきっかけづくり

として機能（トリオ 10組、イベント６回開催/５年度）。 

・左近山団地周辺だけではなく近隣区や市外からも利用者がおり、左近山団地の新たな関係者を開

拓 

（3）課題 

・コワーキングスペースの利用料だけでは事業採算性の確保に課題があり、今後、収益性のある講座

の開催や新たな利用料プランの設定、広報活動の充実など、自立的な運営継続に向けた改善が必要 

 

３ 実証実験の延長について 

「トリオ左近山」の事業採算性の確保と自立的な運営継続を目指して、令和６年度も実証実験を延

長することとし、改めて旭区と独立行政法人都市再生機構の間で協定を締結し、賃料の無償化を継

続します。 

 

＜参考資料＞ 
「横浜市郊外部における働く場の創出事業～旭区左近山団地における実証実験～」検証調査報告（概要版） 

経済局との区局連携事業「横浜市郊外部における働く場の創出事業」の実証実験として、令和５年

５月に旭区左近山団地内に開設した「トリオ左近山」について、旭区と独立行政法人都市再生機構の

協力体制のもと、令和６年度も実証実験を延長し、事業採算性の確保と自立的な運営継続を目指しま

す。 

資料２ 



施設概要

横浜市旭区

UR都市機構

運営事業者

協定

協定

　　　　→コワーキングスペースは、団地内外とわず現役世代を中心
に利用されたが、利用数は伸び悩んでいる。

　　　　→トリオ活動により、これまで接点がな
かった住民同士につながりが生まれた。

→職住近接によって、家の
延長として地域を捉える

→今までとは違う文脈の住
民が顔を出してきている。

 どのように使われたか 地域への効果はなにか2 3
2024年3月 株式会社Goldilocks

「横浜市郊外部における働く場の創出事業～旭区左近山団地における実証実験～」検証調査報告（概要版）

「トリオ左近山」とは
　　　　→「団地でのやってみたいこと」をもと
に三人組を組ませて活動を促すコワーキングスペ
ース。団地の活性化と地域内のつながりづくりを
目的に、団地大学生居住事業の卒業生が、所属会
社を通して開設・運営した。

→「三人組を組む」トリオ活動はその組成に置いて試行錯誤を繰り返
し、結果27名が参加し情報共有やプロジェクトの打ち合わせ・イベン
トの実施を行った。

　　　→ワークスペースの利用料だけで事業採算
性を求めるのは厳しい。住民がお金を払うチャネ
ルを増やし・住民以外からお金を得るチャネルも
組み合わせるといった工夫が必要。

→イベントは月２回ほどのペースで開
催。基本は活動しているトリオ（主に三
人組）が主催し、事業者はそのサポート
いう形をとっている。

運営上の課題

1
4

　2023年度、横浜市は「郊外部における働く場の創出事業」の新たな
取組として、地域活動が非常に盛んな旭区の左近山団地において、オ
フィス機能を含む「働く場」を実験的に開設し、開設後の利用実態や
効果を多角的に分析・検証する本実証実験を行った。本報告では、そ
の実証実験で開設されたコワーキングスペース「トリオ左近山」の開
設までの経緯、2023年5月13日から2024年2月までの利用実態、効果
や課題についてまとめたものである。 月の平均利用回数は42回

男性が6割程度、20代~50代がほとんど。
実際の課金を伴う利用回数は、微上昇傾向。

◯トリオ活動の例
団地全戸調査スキー
ム勉強会
みんなで楽しくDIY
物々交換・譲り合い
プロジェクト
スナックやるぞ！

◯イベントの例
「団地×〇〇」トークランチイベント
よろず秋の写真スペース（写真相談会）
スナックごっこ
団地全戸調査に向けた勉強会

◯料金設定
月額定額利用：7,980円
ドロップイン1,980円/1day, 980円/3h
会議室500円/1h

👍

❌

左近山団地は、1967年入居開始の約4,800戸の大規模団地であ
り、高齢化率は5割弱であるが地域活動が盛んな地域である。
開設当初から営業していた診療所跡地をリノベーション。横浜国
大OBと協力し、ローコストでスマートなワークスペースを構築。
無人で照明/空調/施錠を管理。利用者はLINEで会員登録を行う。

コワーキングスペースのような場所を「利用する目的がない」住民が
多数の地域であるため、そこに対する「目的」を生み出し、別の価値
の提供による収益を得る方策を考える必要がある。2024年度以降の継
続的運営に向けて運営事業者が計画中である。

　活動に参加しているのは、自治会
活動や町内会活動に元々精力的な方
ではなかったが、興味はあったとい
う人が大半であった。地域参加への
きっかけづくりとして施設が機能し
ていた。

コワーキングを入り口として、地縁
組織とは異なる雰囲気の人が集い交
わる。利用者が、トリオ左近山で知
り合ったことをきっかけに別の拠点
のボランティア活動に参加したケー
スもあった。

ちょっと家に帰る、物をとってくる
といったシーンも見られた。

○施設概要
開業日：2023/5/13　営業時間：年中無休9:00~21:00
所在地：旭区左近山1186-6 左近山団地7街区14-101
運営事業者：株式会社Goldilocks（本社：東京都中央区）

▲実証実験の構成

▲利用者の年代

▲利用者の住まいエリア

▲トリオ活動参加者の年代

▲トリオごとのボード＆ボックス

▲継続的な勉強会の開催

▲近所の多様な属性の人と話せる

▲トリオが企画したイベントの様子

▲チェックインの時間分布

公募により株式会社Goldilocksが採択
コワーキングスペース「トリオ左近山」を開設・運営

協定期間：令和４年12月19日～令和６年3月31日

左近山団地の未活用店舗物件
を無償利用提供

物件の提供と
改修費用の一部（上限500万円）を負担 空間の心地よさ、清潔感、いつでも使える

利用方法がわかりづらい。




